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　11月27日、中学生議会が開催され、

選出された中学生議員が橋本選管委員長

から当選証書を付与された。

　甲良町はJRの駅から遠いた

め高校進学後の通学等で困るこ

とがあります。

　バスの本数増加等公共交通機

関を充実させる計画はあります

か。

秋山　仁　議員

あきやま　　じん

　甲良米、柚子、梅等の町の特

産品をさらに広めるため両セン

ターで販売してはどうでしょう

か。

　また、町の特産品を町外に広

めるため行っていることはあり

ますか。

田中　辰昇　議員

　た　なか　　たつのり 　の　せ 　は　せ　がわ　　ゆうせい

　昨年人口減少により消滅する

可能性のある自治体の一つに甲

良町が挙げられました。甲良町

に留まる、戻るため取り組んで

いることはありますか。

奥川　海音　議員

おくがわ　　かい　と きたがわ　　とも　き

　以前は甲良中学校から代表生

徒が海外に行き言語、文化を学

ぶ機会がありましたが、現在は

オンライン等での交流となって

います。中学生の語学力を更に

向上させるため再度計画してい

ただけないでしょうか。

野瀬　かんな　議員

　町は予算をどのように決め、

若い世代に関わる事業に何割の

予算が使われていますか。

　また、中学生議会以外で議会

に声を届け、予算に反映させる

方法はありますか。

北川　知樹　議員

　い　とう　　りゅうの　すけ

伊藤　龍之介　議長

　地域交流やスポーツを行う環

境を充実させるように体育館貸

出以外で競技場等を作るのはど

うですか。

　また、熱中症対策のため自動

販売機で甲良の水を販売してア

ピールできないでしょうか。

長谷川　勇星　議員

中学生議員が
身近な問題について行政に質問!!
第18回 中学生議会
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　町の高齢化率について県内の

他市町と年齢別人口分布を比較

して教えてください。

　また、高齢者が安全、安心し

て暮らすために町が力を入れて

いるサービス等はありますか。

藤澤　遼　議員

ふじさわ　　りょう

　中学校のエアコン等の設備が老

朽化し、今年は修理が完了するま

で使用不能でした。設備の一斉更

新の計画はありますか。

　また、他の学校では体育館にエ

アコンが設置されているところが

あるため導入できないでしょうか。

和田　睦斗　議員

　わ　だ　　　りく　と

　中学校で税金について学習を

行い、町のふるさと納税の寄付

額が県内で低いことを知りまし

た。昨年の寄付額と用途は何で

すか。

　また、寄付額を増やす計画は

ありますか。

宮川　渉　議員

みやがわ　　わたる

　大雨や地震などの災害が起き

たとき、町ではどのように避難

や支援を行うのですか。

　また、災害時の備えとして食

糧や水を蓄えていると思います

が、どこにどの程度の量があり

ますか。

レオン　ミユキ　議員

　未来を担う中学生から、地域愛や思いやりにあふれる提言や質問がありました。

　堂々と自分たちの考えや思いを伝えている姿が見られました。
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令和７年度　甲良町一般会計補正予算（第４号）

甲良町過疎地域持続的発展計画の策定について

12月
議会注目注目注目注目 事業事業

可決
補正額　２億230万円　補正後予算額　46億4,436万円

令和７年12月定例会が、12月４日から12日までの会期で開催された。

ここでは、注目の事業をピックアップして紹介します。

債務負担行為補正（追加）

【主な変更内容】 ＊尼子駅前の住宅用地確保事業を取り入れた内容に変更

（補正予算の中で、将来の支出を伴う契約（債務）を結ぶ権限を新たに与える措置のこと）

・町住宅用地開発事業基本設計業務委託　　4,800万円（R7年度～R8年度）

尼子駅周辺宅地開発で、約100区画の宅地造成工事にかかる基本設計業務委託の契約のた

め。

・子ども子育て応援事業委託　　878万円（R7年度～R8年度）

来年度４月からの事業（子どもの学力向上と保護者支援）実施に向け、本年度中に契約を

行いたいため。

可決
 令和４年度より過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく過疎地域の指定を

受け、持続可能な地域づくりの実現に向け策定された計画が、本年度末に計画期間を迎える

ため、新たな計画を策定するもの。

更新後（R8～R12）

（移住・定住の促進）

　甲良町空家住宅等除却支援補助事業においては、町内は

もちろん、町外所有者に向けた補助制度の周知の強化を図

っているところです。

　また、本町では新築や増改築の町内・町外者のニーズに

対応できる宅地が圧倒的に不足しており、農地を宅地に転

用するには厳しい法規制がある中、町が主導的に宅地需要

に応える施策が求められています。

〇近江鉄道尼子駅西側の農地を開発候補地とし、農地転用

等に係る法規制の解除を図り、早期に分譲宅地の開発

を目指します。

現行計画（R4～R７）

（移住・定住の促進）

　すまいの補助金事業においては、

助成を受けて定住する人が毎年出て

きているものの、補助金制度自体も

より利便性の高いものへ検討を進め

ているところです。

　甲良町持続可能

な地域づくり計画

はこちら！
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議長議　員　名
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議長議　員　名

賛否がわかれたもの 丸
山

西
澤

木
村
修

野
瀬

西
川

小
森

山
田

藤
居

木
村
誠

福
原

令和７年12月定例会 12月４日～12日審議結果

令和７年第２回臨時会 12月23日審議結果

全　　員　　賛　　成

甲良町行政財産使用料条例の一部を改正する条例

甲良町議会議員及び甲良町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

甲良町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

令和７年度　甲良町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度　甲良町墓地公園事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度　甲良町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和７年度　甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度　甲良町下水道事業会計補正予算（第２号）

全　　員　　賛　　成　（木村誠治議員欠席） 　

甲良町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

令和７年度　甲良町一般会計補正予算（第５号）

令和７年度　甲良町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和７年度　甲良町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和７年度　甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

令和７年度　甲良町水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度　甲良町下水道事業会計補正予算（第３号）

甲良町公共下水道使用料条例の一部を改正する条例 

令和７年度　甲良町一般会計補正予算（第４号）に対する修正（案） 

令和７年度　甲良町一般会計補正予算（第４号）

甲良町過疎地域持続的発展計画の策定につき、議決を求めること

について

多様な民意を切り捨てる衆議院議員定数削減に反対する意見書（案） 

平和といのち、くらしを脅かす、軍備大増強に反対する意見書（案） 
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結果

可決

否決

原案
可決

可決

否決

否決

【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

甲良町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 欠
席 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● -

結果

可決

【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】
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視察研修

どう活かす︖
視察研修視察研修視察研修

滋賀県　彦根市　NPO法人フリースクール「てだのふあ」

福井県 南越前町

滋賀県　彦根市

どう活かす︖どう活かす︖どう活かす︖
 総務民生および産業建設文教常任委員会は、合同で9月９日に

滋賀県彦根市のNPO法人フリースクール「てだのふあ」に10月

21日に石川県志賀町、22日に福井県南越清掃組合において、視察

研修を行いました。

視察の目的

　昨今、不登校児童・生徒の急増が単に教育課題のみではなく、広く社会問題になっている。本町も幾

人かの児童・生徒があり、当事者・保護者はもちろんのこと、教育現場でも先生方はじめ関係者が苦心

されている現状に鑑み、議会ならびに行政・教育機関として、問題点の認識を深める。

　また、社会情勢も絡み、複雑な課題ながら、連携し解決策を見出すことを目的とする。

まとめ・行政への提言

　研修は、山下吉和代表の講演と施設の視察を行った。2020年に開校し、彦根市の市街地で古民家を

大改修した施設で運営している。対象は小・中・高校生。スタッフは、常勤者７名（教員出身・医療経

験者など）と非常勤スタッフも多数在籍しており、必要に応じて音楽、座禅など、専門講師と連携をさ

れていた。

　山下氏によれば、様々な事情で学校に行きづらさを抱える子どもたちに「居場所」を提供するために

開校した。子どもたちが本来持っている個性や能力を伸ばし、活動意欲や生きる力をとりもどし、自己

肯定感を高め、次のステップへと踏み出せるようサポートしている。利用者の子どもは、訪問した私た

ちを「こんにちは」と元気な声で歓迎してくれた。スタッフが子どもたちに寄り添う姿勢と、その成果

が伝わってきて、議員からは「てだのふあ」に対する感謝の言葉が述べられた。

　山下氏がこの取組みを始めるきっかけも大変印象深いものがあり、いじめ・校内暴力の深刻さの現状

の中で「不登校」という生易しい表現ではできない、その子どもの命に係わることだとお話しいただい

た。子どもたちの学びと未来のためには先生と教育予算を増やし、「不登校問題」への認識を深め、

「てだのふあ」の取組みに学び、その活動を知っていただきたいと感じた。

石川県　志賀町
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石川県　志賀町福井県　エコクリーンセンター南越

視察の目的

　現在、彦根市と犬上・愛知の４町で新ごみ処

理施設整備計画が取り組まれている。南越清掃

組合は、令和３年竣工の新しい施設であり、県

内および全国の同規模自治体との数値比較によ

る目標達成状況の評価及び建設費用など、多く

の指標において今後の協議の参考にする。

まとめ・行政への提言

　越前市、南越前町、池田町の１市２町で構成

する南越清掃組合の施設は、想像以上にコンパ

クトで、施設の概要は、全連続燃焼式ストーカ

方式42t/日が2基、熱利用　蒸気タービン発

電機（1470kW）、竣工：令和３年３月31日、

建設費95億2,560万円です。

　私たちの一番の関心ごとは、財政状況が大変

きびしい状況で、町政にも町民にも、いかに負

担をかけないごみ処理計画にしていくかです。

さらに重要な課題は、気候危機が深刻になる

中、生ごみ・紙おむつの分別処理など、できる

だけ焼却するごみを減らし、小規模の施設で財

政負担を軽くすることが必要だと感じた。

視察の目的

　令和６年１月１日16時10分頃、石川県能登

半島で震度７の地震が発生し、県内に甚大な被

害をもたらした。その被害状況及び復興状況と

災害に対する認識および議会対応について学ぶ。

まとめ・行政への提言

　能登半島地震により、志賀町を含む６市町を

中心に大災害となった。

　令和７年10月１日時点で人的被害（死者24

人、重傷19人、軽傷97人）、９月１日時点で

建物被害17,055棟（全壊、半壊、一部損壊

等）である。これらの被害により、住宅を失い

仮設住宅での暮らしを余儀なくされている町民

が499世帯にのぼり、町外に避難をしている

町民も多くみられる状況です。

　産業被害で日常生活に与えた影響は甚大なも

のとなっているが、被災された方々は各種支援

制度を利用しながら、復興へと歩んでおられ

た。「石川県創造的復興プラン」を踏まえた

「志賀町復興計画」は、令和６年度から令和

10年度までの５年間を「復興期」とし、基本

理念「かえる、志賀町」①人が帰る　②元に返

る　③町を変える　を推進し、早期復旧・復興

を目指している。

　崩壊した現場を目の当たりにし、復興への道

のりは長く時間を要すると感じ、本町において

も、もう一度、甲良町総合計画や防災計画にお

いて、災害に対しての対策・対応を確認すべき

だと強く感じた。
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町議会議員研修会報告 10月29日

　多賀町多賀結いの森にて第66回町議会議員

研修会が開催され、２つの講演がありました。

　まず、地方議員研究会総括コンサルタント

　川本達志氏による「役所を動かす質問の仕

方」では、質問には「政策提案型」「課題・

責任追及型」「自己主張型」の３つのタイプ

があることや、質問のツボについてのアドバ

イスがあり、参考になりました。

　全国町村議会議長会議事調査部長　飯田厚

氏の「議員のなり手不足対策としての議員報

酬の適正化」と題した講演では、全国の議会

の現状や課題、なり手不足対策検討委員会で

の結果報告などがありました。

町議会広報研修会報告 11月４日

　愛荘町役場本庁舎大会議室にて第49回町

議会広報研修会が開催され、自治体広報公聴

研究所代表理事　金井茂樹氏による「戦略的

広報と議会報づくりの型」と題した講演の

後、県内６町の各議会広報誌のクリニックを

受けました。

　講演で戦略的広報、議会報づくりの型、議

会報の要素・構成、議会報の表現について、

詳細に説明があり、それをふまえて、入賞作

品から学ぶということで、実際のコンクール

入賞作品を用いた解説があり、わかりやすく

たいへん参考になりました。

　それぞれの町議会の広報誌への助言・指摘

もあり、今後の紙面作成で改善していきたい

と思います。

─ 8 ─
こうら議会だより 第113号



◎印の質問を掲載しています。◎印の質問を掲載しています。

ページ 質問事項 質問議員

10

11

12

13

14

15

山田　光義
やま　だ　　　みつよし

福原　　守
ふくはら　　　　まもる

木村　誠治
　き　むら　　せい　じ

一
質
般
問
町政のここが知りたい！

聞きたい！
町政のここが知りたい！

聞きたい！
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎少子化対策と尼子駅周辺宅地開発について

・部活動の地域移管について

・地球温暖化対策実行計画について

・水資源の保全と民営化について

◎福祉センターの早期再開について

・新型コロナワクチン接種データの保存について

◎感知式信号について

・道の駅について

◎保健福祉センターについて

◎一ノ井用水歩道橋について

・観光について

・教育について

◎不登校児童生徒やいじめ対策について

◎町の人権研修について

◎町道の補修について

◎新築資金の徴収について

◎役場前交差点改良工事に関する進捗状況等について

◎共生社会を生きる私たちの課題は

・ごみ分別・減量の計画策定を急ぎ、CO2削減と財政負担軽減を実効

性あるものに

西澤　伸明
にしざわ　　のぶあき

小森　正彦
　こ　もり　　まさひこ

西川　誠一
にしかわ　　せいいち
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木村　誠治 議員

　
　

本
町
は
２
０
４
０
年
、

２
０
５
０
年
に
向
け
人
口

減
少
の
深
刻
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
町
長
が
重
点

施
策
と
し
て
進
め
る
尼
子

駅
周
辺
の
宅
地
開
発
は
町

の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
だ
が
、
規
模
や
時
期

な
ど
全
体
像
が
見
え
に
く

い
。
現
在
の
進
捗
状
況
、

分
譲
区
画
数
、
面
積
、
価

格
帯
な
ど
、
め
ざ
す
具
体

的
数
値
目
標
を
示
さ
れ
た

い
。

　
　
現
在
は
土
地
改
良
事

業
に
お
け
る
受
益
地
除
外

の
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
後
、
農
振
除
外
、
都

市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許

可
へ
と
進
む
。
計
画
は
約

１
０
０
区
画
、
約
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
３
工
区
に
分

け
、
第
１
工
区
と
し
て
30

区
画
程
度
を
予
定
し
て
い

る
。
価
格
帯
は
設
計
や
経

費
、
補
助
金
活
用
を
踏
ま

え
、
議
会
と
相
談
の
上
で

設
定
す
る
。

　
　

令
和
６
年
の
爆
発
事

故
以
降
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
一
部
が
使
え
な
い
ま
ま

長
期
間
が
経
過
し
、
町
民

の
不
便
と
不
安
が
続
い
て

い
る
。
原
因
調
査
や
責
任

整
理
が
長
期
化
し
て
い
る

理
由
は
何
か
。
議
会
や
町

民
へ
の
中
間
報
告
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。
安
全
が

確
認
で
き
た
部
分
に
つ
い

て
、
限
定
的
・
段
階
的
な

先
行
再
開
を
行
わ
な
い
理

由
に
つ
い
て
も
、
構
造

的
・
法
的
根
拠
を
含
め
説

明
を
求
め
る
。

　
　
消
防
署
に
よ
る
調
査

は
終
了
し
、
爆
発
の
可
能

性
が
あ
る
事
象
は
調
査
し

た
が
、
原
因
の
特
定
に
は

至
ら
な
か
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。
現
在
利

用
で
き
な
い
の
は
１
階
多

目
的
研
修
室
の
み
で
、
他

の
部
屋
は
使
用
し
て
い
る
。

爆
発
直
後
か
ら
乳
幼
児
健

診
等
の
法
定
事
業
は
代
替

手
段
を
整
備
し
実
施
し
て

い
る
。
多
目
的
研
修
室
は

令
和
８
年
３
月
末
を
工
期

と
す
る
修
繕
を
進
め
、
12

月
中
に
業
者
決
定
予
定
で

あ
る
。

一般質問一般質問

　

 

福
祉
セ
ン
タ
ー

再
開
遅
延
の
理
由
は

　

多
目
的
研
修
室
の
３
月
末
再
開
を
期
す

土地改良事業の受益地除外手続き中

少子化対策と
尼子駅前宅地開発の進捗は
少子化対策と
尼子駅前宅地開発の進捗は
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小森　正彦 議員

　
　

彦
根
八
日
市
甲
西
線

に
交
わ
る
金
田
自
動
車
工

業
前
の
交
差
点
は
感
知
式

信
号
だ
が
、
停
止
位
置
が

分
か
ら
ず
、
信
号
が
変
わ

ら
な
い
た
め
、
車
が
つ
な

が
る
様
子
が
頻
繁
に
見
ら

れ
る
。
反
対
側
に
つ
い
て

は
、
道
路
に
停
止
位
置
の

印
が
あ
る
だ
け
で
、
感
知

式
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら

な
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
朝
に
な
っ
て
渋
滞
し

た
と
き
は
待
ち
切
れ
ず
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
区
内

を
迂
回
す
る
な
ど
危
険

で
、
苦
情
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
車
が
つ
な
が
っ

て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と

き
は
、
近
所
の
人
が
収
拾

に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

普
通
の
信
号
に
変
え
る

こ
と
を
区
と
し
て
も
要
望

し
て
い
る
た
め
、
警
察
と

協
議
す
る
な
ど
改
善
を
求

め
る
。

　
　
区
か
ら
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
10
月
10
日
に
受

け
取
り
、
11
月
19
日
に
彦

根
署
交
通
課
と
現
場
立
会

い
を
し
、
そ
の
内
容
を
説

明
し
た
。
当
該
の
交
差
点

は
呉
竹
南
信
号
で
、
警
察

に
よ
る
と
、
交
通
量
の
差

が
多
い
こ
と
か
ら
、
効
率

的
な
交
通
を
確
保
す
る
た

め
に
感
応
式
を
設
置
し
て

い
る
。

　
今
現
在
、
一
般
的
な
信

号
機
に
変
更
す
る
予
定
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
改
善
に
つ
い
て
は
、
感

応
式
信
号
表
示
盤
に
赤
の

点
滅
ラ
イ
ト
を
併
設
し
、

感
知
セ
ン
サ
ー
が
正
し
く

反
応
し
て
い
る
こ
と
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
対

策
と
、
道
路
部
分
の
停
止

位
置
の
サ
ー
ク
ル
ラ
イ
ン

を
引
き
直
す
。
素
早
い
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

令
和
８
年
度
対
応
と
聞
い

て
い
る
。

　
区
内
道
路
を
通
過
す
る

車
両
も
あ
る
た
め
、
彦
根

署
交
通
課
、
地
域
課
等
で

朝
等
の
立
哨
、
啓
発
を
お

願
い
す
る
。

　
普
通
の
定
周
期
の
信
号

に
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

と
要
望
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

一般質問一般質問

令和８年度に、赤点滅ライトの併設、
　　　停止位置ラインの引き直しを予定

感知式信号
（呉竹南信号）の改善を
感知式信号
（呉竹南信号）の改善を
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香
良
の
湯
の
ボ
イ
ラ

ー
の
耐
用
年
数
は
何
年

か
。
爆
発
事
故
の
危
険
性

は
。

　

利
用
客
も
多
く
入
浴
料

金
が
２
５
０
円
と
安
く
備

品
や
施
設
も
整
い
評
判
の

良
い
施
設
だ
が
採
算
は
取

れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
の
公
衆

浴
場
料
金
は
大
人
４
９
０

円
に
改
定
さ
れ
て
お
り
、

福
祉
政
策
の
継
続
は
必
要

だ
と
思
う
が
財
政
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

ボ
イ
ラ
ー
の
耐
用

年
数
は
約
10
年
と
な
っ
て

お
り
、
供
用
開
始
は
１
９

９
９
年
か
ら
で
、
現
在
も

支
障
な
く
使
用
し
て
い
る
。

年
２
回
の
保
守
点
検
を
し
、

仕
様
上
、
爆
発
の
危
険
性

は
低
い
と
確
認
し
て
い
る
。

温
水
プ
ー
ル
、
香
良
の
湯

の
収
入
と
利
用
客
は
プ
ー

ル
約
４
３
０
万
円
19
千
人
、

風
呂
約
６
１
０
万
円
31
千

人
、
合
計
約
１
，０
４
０

万
円
５
万
人
で
す
。
但
し

こ
の
収
入
は
指
定
管
理
者

の
売
上
と
な
り
町
へ
の
入

金
と
は
な
ら
な
い
。
支
出

は
燃
料
費
約
１
，５
３
６

万
円
、
光
熱
水
費
約

１
，４
２
１
万
円
、
修
繕

費
約
２
８
２
万
円
、
保
守

点
検
費
約
95
万
円
、
指
定

管
理
料
約
１
，１
０
０
万

円
合
計
約
４
，４
０
０
万

円
。
赤
字
解
消
に
は
入
浴

料
を
約
９
０
０
円
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
難
し

く
、
ボ
イ
ラ
ー
、
給
水

ポ
ン
プ
の
設
備
交
換
は
約

４
，８
０
０
万
円
必
要
と

な
り
、
維
持
継
続
す
る
た

め
に
も
一
度
施
策
を
考
え

る
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
。

　
福
祉
の
観
点
か
ら
、
お

風
呂
だ
け
で
も
何
か
考
え

る
方
法
が
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。

　

 

歩
道
橋
が
通
行
止
め

に
な
っ
て
お
り
、
床
板
、

高
欄
の
老
朽
化
が
ひ
ど
い

た
め
と
思
う
が
い
つ
頃
の

竣
工
か
。

　

ま
た
、
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
や
ア
ユ
釣
り
客
が
多

く
利
用
し
て
い
る
橋
で
あ

り
、
Ｈ
鋼
構
造
の
た
め
荷

重
は
問
題
な
い
と
思
う
た

め
早
急
に
改
修
を
。

　 

こ
の
歩
道
橋
は
県
に

よ
り
平
成
12
年
に
架
け
ら

れ
た
橋
で
、
そ
の
後
本
町

に
譲
与
さ
れ
た
。
現
在
通

行
止
め
に
し
て
お
り
、
現

場
を
確
認
し
た
う
え
で
、

補
修
を
考
え
る
。

西川　誠一 議員

一般質問一般質問

　 

一
ノ
井
用
水
路

　 

歩
道
橋
の
早
期
改
修
を

　

現
場
を
確
認
し
補
修
す
る

プール、香良の湯、年間約4,400万円の赤字

「愛のりター」
の今後は
香良の湯の
採算性を問う
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不
登
校
の
児
童
生
徒

の
い
じ
め
対
策
と
現
在
把

握
し
て
い
る
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
人
数
と
そ
の

予
備
軍
的
な
可
能
性
が
あ

る
子
ど
も
は
何
人
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
は
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ワ
ー
カ
ー

が
配
属
さ
れ
て
い
る
が
、

相
談
内
容
は
ど
の
よ
う
に

充
実
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
令
和
６
・
７
年

に
か
け
て
の
い
じ
め
調

査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
何
回

や
っ
て
、
そ
の
結
果
を
ふ

ま
え
て
個
人
、
全
体
、
保

護
者
指
導
は
で
き
た
か
。

　
　
令
和
６
年
度
の
不
登

校
児
童
・
生
徒
は
小
学
校

１
名
で
中
学
校
３
名
、
不

登
校
傾
向
は
小
学
校
１
名
、

中
学
校
６
名
で
す
。
本
町

に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
２
名
配

置
し
て
い
る
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
が
一
人
で
悩
み
を
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
に
継
続

し
た
相
談
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
校
内
に
も
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
不
登

校
の
児
童
に
対
応
す
る
部

屋
を
設
置
し
て
い
る
。
全

職
員
が
不
登
校
の
子
ど
も

に
つ
い
て
把
握
し
、
学
年

を
超
え
て
み
ん
な
が
全
校

を
見
る
と
い
う
体
制
を
と

っ
て
い
る
。

　
い
じ
め
調
査
の
件
は
年

間
各
校
２
回
〜
３
回
実
施

し
て
い
る
。
事
案
が
あ
っ

た
場
合
は
個
人
の
聞
き
取

り
の
対
応
や
各
ク
ラ
ス
や

全
体
指
導
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
様
々
な
学
習
を
通

し
て
自
分
の
や
っ
て
き
た

行
動
を
振
り
返
る
、
内
面

に
迫
れ
る
よ
う
な
学
習
が

と
て
も
必
要
だ
と
思
う
。

　
　

町
の
人
権
学
習
に
つ

い
て
、
６
月
議
会
で
も
質

問
し
た
が
、
町
職
員
の
ス

キ
ル
を
上
げ
る
に
は
、
身

近
な
研
修
機
会
が
４
回

｟
人
権
学
習
講
座
３
回
、

町
民
の
つ
ど
い
１
回
｠
あ

る
が
、
昨
年
と
比
べ
て
全

体
の
参
加
数
と
、
町
職
員

の
参
加
状
況
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
、
参
加
者
を
増
や

す
方
法
や
工
夫
は
し
た
か
。

　

ま
た
、
職
員
の
割
り
当

て
は
で
き
な
い
か
。

　
　
人
権
学
習
講
座
の
全

体
の
参
加
者
数
は
、
昨
年

と
比
べ
て
減
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
３
０
２
人

の
う
ち
職
員
64
人
、
令
和

７
年
度
は
２
８
７
人
の
う

ち
職
員
66
人
で
す
。

　
町
民
の
つ
ど
い
は
令
和

６
年
度
は
97
人
の
う
ち
職

員
20
人
、
令
和
７
年
度
は

１
０
１
人
の
う
ち
職
員
は

23
人
と
若
干
だ
が
増
え
て

い
る
。
呼
び
か
け
の
方
法

は
例
年
通
り
広
報
へ
の
掲

載
、
チ
ラ
シ
の
配
布
・
防

災
無
線
で
す
。
職
員
の
呼

び
か
け
は
、
庁
内
の
掲
示

板
や
課
長
会
議
で
の
お
知

ら
せ
で
、
庁
舎
や
公
民
館

等
の
チ
ラ
シ
の
掲
示
と
今

年
度
は
周
知
の
回
数
を
増

や
し
て
い
る
。
職
員
が
積

極
的
に
自
己
研
鑽
で
勉
強

す
る
気
持
ち
を
持
た
な
い

と
ダ
メ
だ
と
思
う
の
で
割

り
当
て
は
若
干
違
う
と
思

う
。

　
新
し
い
事
に
も
気
づ
く

場
で
も
あ
る
と
思
う
し
学

び
の
場
で
も
あ
る
。

　
本
町
は
人
権
が
一
番
大

事
な
施
策
だ
と
思
っ
て
い

る
。
関
係
課
が
積
極
的
に

対
応
し
、
と
に
か
く
地
域

を
た
と
え
一
歩
で
も
底
上

げ
を
し
て
ほ
し
い
思
い
で

す
。

山田　光義 議員

一般質問一般質問

　 

町
の
人
権
学
習
の
参
加
者
の
増
減
は

　

町
人
権
学
習
講
座
は
減
り
、

　

町
民
の
つ
ど
い
は
若
干
増
え
て
い
る

校内の中にも不登校の児童に対する
　　　　　　　　　部屋を設置している

不登校児童生や
いじめ対策について
不登校児童生や
いじめ対策について
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福原　守 議員

　
　

こ
こ
近
年
、
健
康
面

を
重
視
し
歩
行
補
助
車
で

散
歩
さ
れ
る
方
も
多
く
見

ら
れ
、
段
差
に
よ
る
つ
ま

ず
き
や
怪
我
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
高
齢
化

社
会
が
進
む
中
で
、
自
分

自
身
の
体
力
づ
く
り
の
た

め
の
散
歩
や
運
動
を
実
践

し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
安
全
な
道
路
管
理
を

お
願
い
す
る
。

　

町
内
に
は
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
傷
み
や
道
路
横
断

側
溝
の
く
ぼ
み
な
ど
、
危

険
個
所
が
見
ら
れ
る
が
、

行
政
で
は
こ
の
よ
う
な
現

状
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
道
路
の
補
修
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

新
築
資
金
の
返
済
が

滞
納
と
な
り
連
帯
保
証
人

に
請
求
が
さ
れ
１
／
３
を

支
払
っ
た
場
合
、
証
明
書

の
発
行
は
で
き
な
い
の

か
。

　

ま
た
、
弁
護
士
案
件
の

う
ち
、
和
解
案
件
、
分
納

が
厳
守
さ
れ
て
い
る
件

数
、
さ
れ
て
い
な
い
件
数

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
。
分
納
が
約
束
ど
お
り

さ
れ
て
い
な
い
案
件
つ
い

て
、
今
後
の
対
応
策
に
と

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　 

証
明
書
の
発
行
は
で

き
な
い
が
「
和
解
」
の
議

決
や
和
解
条
項
に
よ
り
、

そ
の
内
容
は
読
み
取
れ
る
。

　
和
解
案
件
と
し
て
27
件

弁
護
士
委
任
し
た
う
ち
、

17
件
が
和
解
。
そ
の
う
ち
、

裁
判
と
な
り
勝
訴
が
６
件
、

あ
と
は
現
在
進
行
中
で
あ

る
。

　
分
納
が
厳
守
さ
れ
て
い

な
い
の
は
２
件
あ
り
、
弁

護
士
よ
り
対
応
中
。
今
後

は
、
財
産
が
あ
れ
ば
差
し

押
さ
え
、
な
け
れ
ば
抵
当

権
の
行
使
な
ど
、
民
事
訴

訟
法
に
基
づ
き
採
算
性
を

考
慮
し
実
行
し
て
い
き
た

い
。

　
　
道
路
補
修
は
、
道
路

法
に
基
づ
き
「
路
面
状
況

調
査
」
を
実
施
し
て
い
る

が
、
す
べ
て
を
把
握
で
き

て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

　
地
域
か
ら
の
連
絡
や
要

望
で
早
急
に
対
応
が
必
要

な
場
合
は
修
繕
し
て
い
る
。

道
路
の
長
寿
命
化
に
努
め

な
が
ら
、
随
時
対
応
し
て

い
く
。

一般質問一般質問

　 

新
築
資
金
の

徴
収
に
つ
い
て

　

弁
護
士
と
相
談
し
対
応
す
る

早急に対応が必要な場合は修繕している

町道の補修は
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西澤　伸明 議員

役
場
前
の
交
差
点
の

改
良
工
事
に
つ
い
て
、

６
月
以
降
の
町
の
取
組
、

県
当
局
の
対
応
、
地
元

地
区
の
反
応
、
話
合
い
な

ど
報
告
を
。
写
真
や
昼
間

の
視
察
で
は
危
険
状
態
の

切
迫
感
が
伝
わ
ら
な
い
。

７
時
過
ぎ
に
は
大
型
車

両
、
ダ
ン
プ
が
来
る
と
大

変
で
あ
る
。
私
も
県
に
直

接
要
請
す
る
機
会
を
つ
く

り
た
い
。

県
の
土
木
所
長
が
視

察
さ
れ
、
朝
夕
の
危
険
性

が
高
い
こ
と
は
認
識
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
情
報
を
連
携
し
、

重
要
な
事
業
と
い
う
認
識

で
町
長
を
は
じ
め
、
所
長

と
直
接
協
議
も
し
て
お
り
、

早
く
進
め
る
べ
き
だ
と
の

思
い
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
　
　

選
挙
戦
を
悪
用
し

て
、
国
政
・
地
方
を
問
わ

ず
、
デ
マ
を
振
り
ま
き
外

国
人
差
別
を
あ
お
る
国
会

議
員
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
な
ど
、
排
外
主
義
の

風
潮
が
は
び
こ
る
中
、
行

政
や
私
た
ち
町
民
が
多
様

性
を
尊
重
し
、
共
生
社
会

が
活
き
る
ま
ち
と
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

本
町
の
外
国
人
の
人
数

は
。

　

ま
た
、
外
国
人
の
方
が

生
活
保
護
受
給
を
特
別
に

優
遇
さ
れ
て
い
る
事
実
が

あ
る
の
か
。

　

全
国
で
は
、
外
国
人
に

対
す
る
犯
罪
が
増
え
て
い

る
と
い
う
事
実
が
あ
る
の

か
ど
う
か
。

　 

本
町
に
お
い
て
在
留

資
格
の
内
、
多
い
順
に
、

技
能
実
習
44
名
、
永
住
者

20
名
、
定
住
者
が
15
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
、

湖
東
福
祉
事
務
所
に
確
認

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事

実
は
な
い
と
の
回
答
。

　

外
国
人
の
犯
罪
は
、

令
和
６
年
版
の
犯
罪
白
書

か
ら
平
成
17
年
で
４
万

３
，６
６
２
件
を
ピ
ー
ク

に
、
平
成
18
年
か
ら
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
比
較
の

仕
方
に
も
よ
る
が
、
平
成

17
年
と
令
和
５
年
を
比
較

す
る
と
、
４
万
件
か
ら

１
万
件
と
な
り
減
少
し
て

い
る
。

　
排
他
的
な
こ
と
は
な
く
、

住
民
登
録
さ
れ
た
外
国
人

も
本
町
の
住
民
だ
と
よ
く

ふ
ま
え
て
い
る
。

一般質問一般質問

　 

デ
マ
を
振
り
ま
く
排
外
主
義
・

外
国
人
差
別
は
許
さ
れ
な
い

　

振
り
ま
か
れ
て
い
る
よ
う
な
事
実
は
な
く
、

住
民
登
録
さ
れ
た
外
国
人
も
町
民
だ

県とも協議しており、
　　　　　　　早期解決には変わらない

交差点事故が
起きてからでは遅すぎる
交差点事故が
起きてからでは遅すぎる
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なお、都合により日程

が変更になる場合が

あります。

会期日程、議会会議録

などは、ホームページ

でも公開しています。

※事前申し込みは不要です。

氏　名　　伊藤　龍之介さん
い  とう　 りゅう の  すけ

（甲良中学校）

き

が

と

あ

　

明
る
い
新
年
を
願
い
ま
す
。

　

物
価
が
上
が
り
、
と
に
か
く
安
い
物
へ
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
は
、
食
費
だ
け
で
は
な
く

教
育
費
が
ど
れ
だ
け
か
か
る
の
か
本
当
に
大
変
な
時
代
で
す
。

誰
も
が
恩
恵
を
受
け
る
消
費
税
減
税
こ
そ
今
す
ぐ
に
や
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

不
安
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
期
待
熱
烈
な
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
２
連
覇
、
日
本
人
３
名

の
活
躍
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
冬
ま
た
、
大
リ
ー
グ
へ
の
挑

戦
を
表
明
し
て
い
る
日
本
選
手
を
め
ぐ
る
移
籍
市
場
が
過
熱
し

て
い
ま
す
。
ヤ
ク
ル
ト
の
村
上
宗
隆
内
野
手
、
巨
人
の
岡
本
和

真
内
野
手
、
西
武
の
今
井
達
也
投
手
の
３
人
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
活
躍
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
町
民
の
皆
様
も
、
こ

の
３
人
の
よ
う
に
明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

｟
山
田　

光
義
｠

発
行
責
任
者
　
　
　
　
　
議　
　

長　

丸
山　

恵
二

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
委　

員　

長　

小
森　

正
彦

副
委
員
長　

福
原　
　

守

委　
　

員　

山
田　

光
義

藤
居　

吉
也

木
村　

誠
治

　中学生議会に参加し、僕は議長を担当しました。
初めはとても緊張しましたが、議場に入ってあい
さつをしてからは、少しずつ落ち着いて進行する
ことができました。発言する中学生議員の意見や
それに答える町の職員さんの話を聞き、議長には
話をしっかりと聞く力が必要だと感じました。
進行がうまくいったのは、議員のみんなや町の
職員さんからのサポートがあったからだと思いま
す。
　この体験を通して、町がこれからも誰もが安心
して便利に暮らせる場所であってほしいと思いま
した。
　また、中学生議会のような体験の機会が増える
と、町のことをもっと身近に考えられるようにな
ると思いました。
　これからはニュースや町の取組にも目を向け、
自分にできることを考えていきたいです。

中学生議会を終えて中学生議会を終えて

町民の声　Episode.12

VOICE

３月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

月　日 内　容

3月 3日

5日

9日

11日

12日

13日

17日

23日

全員協議会

開会・一般質問

一般質問（予備日）

予算決算委員会（一般会計）

予算決算委員会（特別会計）

予算決算委員会（予備日）

委員会（予備日）

閉会

こ
う
ら
議
会
だ
よ
り

発
行
／
〒
522-0244  滋

賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
議
会
　
TEL 0749-38-5060 FAX 0749-38-3421　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
HP http://w

w
w
.kouratow

n.jp/

見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ
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ト

を
採

用
し

て
い

ま
す
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